
１．研究の背景

広島県のかき生産量は全国第１位を誇り、

特産品としてのブランド化等の水産振興施策

が進められている。また、そこで発生するかき

殻は、有機性資源として飼肥料等の農業用

資材を主とする再生利用が図られている。

しかしながら、近年、かき殻の排出量増加と

飼肥料としての需要の減少に伴い、年間2万t前後の余剰のかき殻が発生する事態となっており、すで
に数年間累積したかき殻により保管場所の確保が課題となっている。

２．研究目的

本研究では、喫緊の課題であるかき殻の実用的な利用方策を開拓するために、現状把握を行うと共
に先行実施事例の情報を収集して整理し、広島県内で包括的に取り組めるリサイクルシステムを構築
するための調査研究を実施した。

３．研究の成果・考察

近年、県内で発生して

いるかき残差を含むかき

殻量は、凡そ18万t余で

あり、その内の8～15%程

度が未利用のまま堆積

する方向にある。

発生抑制の観点に立ち

かき殻発生を抑制するた

めに、かき生産量を抑制

した場合の損失は最小で

年間￥3.7億円

余剰分を一般廃棄物と

して処分する場合の生産

者が負担する処理費用は

最小で年間￥0.8億円

先行事例調査で得られた実施可能な方策と課題は次の通り。

１）かき養殖方法の改善によるかき殻発生抑制＠広島県水産試験場H16

生産量の維持とかき殻の発生抑制を両立 ⇔ データの精査と生産者の協力

２）かき殻の利用による海域環境の改善＠岡山県水産課H25

海域改善と未利用資材の有効利用が合致 ⇔ 実施場所の確保と費用負担

３）仙台塩釜港（石巻港区）の復旧・復興＠東北地方整備局H26

多量の利用が見込める ⇔ 震災復興に伴う山砂高騰に伴う特例

４）土木資材等の新規の再生利用法

新たな事業展開 ⇔ 再生利用量の確保≒積極活用のインセンティブ

広島県内における新規かき殻リサイクルシステムの構築
に係る調査研究
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